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TOP NEWS 

 

○ 令和５年度学位取得者表彰式及び懇談会を開催 

 

１０月３日（木）に当機構の竹橋オフィスで、第７回学位取得者表彰式を開催しました。 

当機構では、学校教育法第104条の規定に基づき、我が国において大学以外で学位を授与する唯一の

機関として、学位授与事業を実施しており、これまで10万２千人を超える人々に学位を授与しています。 

学位取得者表彰は、学士の学位を取得した者のうち、生涯学習に努め、特に精励したと認められた者

を対象とする表彰制度で、平成29年度に「機構長緑秀賞」（機構ロゴマークにも使用されている希望を

意味する“緑”色と、生涯学習に“秀”でた者に対する賞であることに由来）として創設されました。 

今年度は、令和５年度の学士の学位取得者から馬場 恵氏、平元 薫氏を表彰しました。 

 

  

受賞に際し挨拶を述べる馬場氏(左)、平元氏(右)   機構役員と記念撮影をする受賞者 

 

服部機構長より表彰状と記念品が授与された後、お祝いの挨拶があり、続いて、両氏から感謝と喜び

の言葉が述べられました。 

また、懇談会では、学位を申請した動機や、知見を深めてきた環境等について、機構教職員との忌憚の

ない意見交換がなされました。馬場氏は、「現代美術の制作を30年程続けていたが、その裏付けとなる哲

学を勉強しようと考えた。その学びに形を与え、一つの区切りを与えるために申請した。」と学位の取得

を志した契機を語られ、平元氏は「学生たちの朝食摂取率が全く上がっておらず、栄養教諭として学修指

導案について自分でも考えてみたいと思いレポートを完成させた。」と学修成果を作成された思いについ

て述べられました。芸術及び哲学という学芸を極めようとする姿勢や、子供たちの朝食の摂取率をあげよ

うという実践的な学びの姿勢に、服部機構長及び機構教職員ともに感銘を受け、たいへん有意義で貴重な

機会となりました。 
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懇談会の様子 

なお、当機構では、年２回学位授与申請を受け付けており、申請方法や学位取得までの流れは、機構ウ

ェブサイト『機構トップページ → 学位の授与 → 学位授与申請・試験に関するお知らせ、申請案内等 

→ 申請案内書「新しい学士への途」、「学位授与申請書類」等』又は下記URLで公開しています。 

https://www.niad.ac.jp/n_gakui/application/shinseishiryou.html 

 

受賞者よりいただいたメッセージを紹介いたします 

 

馬場 恵様 （基礎資格：第２区分 専攻分野の名称：芸術学） 

貴機構より緑秀賞を賜り、大変驚いております。生涯学習には、明確な目標を持って臨む方が多い中、

私の個性的な学びも評価いただけたことに感謝いたします。通信制大学では、興味を最優先し、楽しん

で道に迷い、寄り道回り道でゆっくり哲学を学びました。その成果と芸術を組み合わせ、新しい表現に

活かしています。その軌跡に学位が形を与え、今回の受賞でさらに自分らしい学びに評価をいただけた

ことに、この上ない喜びを感じております。30年に渡り続けてきた現代美術分野での作家活動に対し、

さらに広い視野を得るために、哲学を学ぶことを40歳を機に決意。学びたかった内容を履修完了したと

ころで大学は退学を決め、国際的な活動にも必須となる学位取得を申請しました。学位取得を目指すそ

れぞれの方の持つ学びの軌跡を大切にしていただき、必要なこと、どうしてもやりたいことを、いつか

らでも、どこからでも、まずは始めてほしいと願います。その人にしかできない学びが、これから、さ

まざまな価値観を作り出していく可能性になると信じています。 

 

平元 薫様 （基礎資格：第１区分 専攻分野の名称：栄養学） 

この度は、機構長緑秀賞をいただきありがとうございます。学士の学位を取得できた上、過分にもこ

のような名誉ある賞まで受賞でき、望外の喜びです。 

私は、地元の県立短大に進学しました。その後40年間、学校栄養士として勤務いたしました。定年退

職後、女子大学の栄養教諭養成課程において、非常勤講師として勤めることになり、大学での授業の実

際を知りたいと、地元国立大学の科目等履修生となりました。そこで初めて、単位積み上げ型の学士の

学位授与制度を知った次第です。その後、放送大学の選科履修生にもなり、三年半で必要な単位を修得

しました。学修成果レポート作成においては、「レポートを書くとは、自分で設定した問題意識に対して

自分で答えを出す一連のプロセスである」いうことが実感できました。 

振り返れば、単位修得もレポート作成も常に能動的な学習の日々でした。学ぶことの基本の姿であっ

たと思います。非常勤の仕事にも十分生かすことができました。今後は、私なりに、この単位積み上げ

型の学位授与制度を多くの方に周知する機会が持てたらと考えています。 

https://www.niad.ac.jp/n_gakui/application/shinseishiryou.html
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質保証連携 

 

○ 令和６年度第１回大学等の質保証人材育成セミナー「内部質保証実務（シラバスから考える大学

設置基準編）」を開催 

 

令和６年９月20日（金）に、令和６年度第１回大学等の質保証人

材育成セミナーを開催しました。近年はZoomウェビナー等を利用し

たオンライン開催のみ行ってきましたが、今回より対面参加の募集を

再開し、ハイブリッド形式の第１部と対面形式の第２部の２部構成と

しました。当日は294名のオンライン参加者に加え、全国の大学・高

等専門学校から14名の方が当機構竹橋オフィスでセミナーを受講さ

れました。 

戸田山研究開発部長による開会挨拶の後、第１部（講義編）では「シ

ラバスガイド策定作業を通して考えた授業・カリキュラムの質」と題

し、茨城大学学務部学務課の菊池昌彦課長、当機構研究開発部の嶌田

敏行教授、同じく当機構研究開発部の光田好孝教授の３名による講義

を行いました。質疑応答の際には、大学の教職員を中心とする参加者

の方々から多数の質問が寄せられ、シラバスの作成やシラバスガイド

策定に関する取り組みへの関心の高さや熱意が感じられました。 

第２部（演習編）では、対面参加の方を対象とした個人ワーク、グループワークを行いました。個人ワ

ークでは、演習用に作成した模擬シラバスを配付し、参加者ひとりひとりに、第１部の内容を踏まえて問

題点を指摘していただきました。グループワークには菊池課長、当機構の教職員も加わり、各大学・高等

専門学校で実際に作成されたシラバスを見ながら、良い点・改善し得る点等について議論するとともに、

活発な情報交換がなされました。 

【概要】 

➢ 日 時 ：令和６年９月20日（金）13：00～16：50 

➢ 会  場 ：大学改革支援・学位授与機構 竹橋オフィス 

➢ 開催形式 ：第１部（講義編） ハイブリッド形式 

      第２部（演習編） 対面形式 

➢ 参 加 者 ：308人（対面14人、オンライン294人） 

➢ プログラム： 

開会挨拶 

戸田山 和久（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部長） 

第１部（講義編） 

「シラバスガイド策定作業を通して考えた授業・カリキュラムの質」 

菊池 昌彦（茨城大学 学務部 学務課 課長） 

嶌田 敏行（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部 教授） 

  コメンテーター 光田 好孝（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部 教授） 

第２部（演習編） 

演習１ 個人ワーク「問題があるシラバスをチェックする」 

演習２ グループワーク「カリキュラムと設置基準を意識したシラバスチェック」 

講義の様子（左から菊池課長、嶌田教授） 
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○ 「国立大学法人の財務等に関する取組事例の勉強会」を開催 

 

当機構は、財務マネジメント機能の向上等の国立大学法人の運営基盤の強化促進への支援をミッショ

ンに掲げ、財務に関する情報の収集や分析結果の提供等に取り組んでいます。このような活動の一環とし

て、関係国立大学法人等から、戦略的経営の実現や教育研究機能の一層の向上に資する財務経営等に関す

る様々な取組についてご紹介いただくことで、国立大学法人全体における財務マネジメント機能の一層

の向上に資することを目的に、 「国立大学法人の財務等に関する取組事例の勉強会」を令和 6 年９月 27

日（金）に開催しました。 

 

 当日は当機構より財務情報と教育研究情報（大学基本情報）の連携・分析ツール試作版について紹介す

るとともに、講演者４名から業務効率化及び財源多様化に関する取組事例について紹介いただき、パネリ

スト６名による財源多様化に関するパネルディスカッションを実施しました。 

 

財務情報と教育研究情報（大学基本情報）の連携・分析ツール試作版の紹介 

・当機構研究開発部 

 業務効率化に関する取組事例の紹介 

・三重大学 

財源多様化に関する取組事例の紹介 

・富山大学、山梨大学、北海道大学 

財源多様化に関するパネルディスカッション 

・三重大学、富山大学、山梨大学、北海道大学、京都大学 

 

国立大学法人職員の方々を中心に200名を超える参加がありました。パネルディスカッションでは活

発に意見交換が行われ、参加者からは「各大学が、抱えている課題をどのようにクリアしようとしている

かを拝聴でき、大変有意義でした。どの国立大学も同様の課題で悩んでいることがわかり、勉強になりま

した。」などの感想をいただきました。 
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講演の様子 

（左上：井田 研究開発部教授      右上：平山 三重大学財務管理チーム調達室長 

 中央左：吉居 富山大学財務施設部長  中央右：岩元 山梨大学財務課長 

左下：今泉 北海道大学主計課長） 

 

 

 

 

パネリストとファシリテーター 

（左より：福田 京都大学財務課長、今泉 北海道大学主計課長、岩元 山梨大学財務課長、 

吉居 富山大学財務施設部長、平山 三重大学財務管理チーム調達室長、 

加藤 三重大学財務企画チーム副課長、八田 審議役） 
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学位授与事業 

 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

 

■ 認定専攻科に係る教育の実施状況等の審査について 

機構が認定した短期大学・高等専門学校の専攻科については、認定又は再審査の結果の通知日の属する

年度の次年度の４月１日から、原則として５年後に教育の実施状況等の審査を行い、その後は、原則とし

て７年ごとに審査を行っています。 

 

○ 令和７年度に実施する教育の実施状況等の審査  

令和７年度は、短期大学の認定専攻科のうち４校５専攻が審査対象となっており、該当する認定専攻科

を置く短期大学の設置者等に、令和７年度に審査を行うことを通知しました。 

 

 

■ 特例適用専攻科に係る教育の実施状況等の審査について 

特例の適用認定を受けた短期大学・高等専門学校の専攻科については、適用認定の通知日の属する年度

の次年度の４月１日から、原則として５年以内に教育の実施状況等の審査を行い、その後は、原則として

５年ごとに審査を行うこととしています。 

 

○ 令和７年度に実施する教育の実施状況等の審査  

令和７年度は、短期大学の特例適用専攻科のうち４校４専攻及び高等専門学校の特例適用専攻科のう

ち７校17専攻が審査対象となっており、該当する特例適用専攻科を置く短期大学及び高等専門学校の設

置者等に、令和７年度に審査を行うことを通知しました。 
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機構認定の教育施設（各省庁大学校）の課程修了者への学位授与関係 

 

■ 23人に修士の学位を授与 －大学院修士課程相当の課程修了者－ 

令和６年３月に防衛大学校総合安全保障研究科前期課程、防衛大学校理工学研究科前期課程、水産大

学校水産学研究科、国立看護大学校研究課程部看護学研究科前期課程及び職業能力開発総合大学校高度

養成課程職業能力開発研究学域を修了した修士の学位授与申請者に対して、社会科学、理学、水産学、

看護学・保健衛生学・鍼灸学及び工学・芸術工学の各専門委員会において、審査（学位論文及び口頭試

問）が行われました。 

この審査結果に基づき、８月23日（金）開催の学位審査会において、23人に対して学位を授与する

ことを決定しました。 

 

＜修士の学位授与者数＞ 

認 定 課 程 名 専攻分野 授与者数（人） 

防衛大学校 

総合安全保障研究科前期課程 
安全保障学 ２ 

防衛大学校 

理工学研究科前期課程 
理   学 １ 

水産大学校 

水産学研究科 
水 産 学 ５ 

国立看護大学校 

研究課程部看護学研究科前期課程 
看 護 学 ３ 

職業能力開発総合大学校 

高度養成課程職業能力開発研究学域 
生 産 工 学 12 

合          計 23 

 

■ ４人に博士の学位を授与 －大学院博士課程相当の課程修了者－ 

令和６年３月に防衛大学校理工学研究科後期課程及び国立看護大学校研究課程部看護学研究科後期課

程を修了した博士の学位授与申請者に対して、工学・芸術工学及び看護学・保健衛生学・鍼灸学の各専

門委員会において、審査（学位論文及び口頭試問）が行われました。 

この審査結果に基づき、８月23日（金）開催の学位審査会において、４人に対して学位を授与する

ことを決定しました。 

 

＜博士の学位授与者数＞ 

認 定 課 程 名 専攻分野 授与者数（人） 

防衛大学校 

理工学研究科後期課程 
工   学 3 

国立看護大学校 

研究課程部看護学研究科後期課程 
看 護 学 １ 

合          計 ４ 
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■ 教育の実施状況等の審査について 

機構が認定した教育施設（各省庁大学校）の課程については、原則として５年ごとに教育の実施状況等

の審査を行っています。 

 

○ 令和６年度に実施する教育の実施状況等の審査  

令和６年度は、機構が認定した教育施設（各省庁大学校）の課程のうち、次の２校４課程が審査対象と

なっています。 

 

（大学の学部に相当する教育を行う課程） 

認 定 課 程 名 入学定員 修業年限 認定年月日 

水産大学校 本科 185人 ４年 平成３年12月18日 

 

 

（大学院の修士課程に相当する教育を行う課程） 

認 定 課 程 名 入学定員 修業年限 認定年月日 

防衛大学校 

総合安全保障研究科 前期課程 
20人 ２年 平成９年３月11日 

水産大学校 水産学研究科 10人 ２年 平成６年６月23日 

 

 

（大学院の博士課程に相当する教育を行う課程） 

認 定 課 程 名 入学定員 修業年限 認定年月日 

防衛大学校 

総合安全保障研究科 後期課程 
７人 ３年 平成21年２月13日 
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

１０月 

日 行事名 担当課 

２日 国立大学教育研究評価委員会（第75回） 
国立大学 

評価室 

３日 学位取得者表彰式 学位審査課 

～４日 令和６年度10月期学位授与申請（データ入力）受付期間 学位審査課 

～４日 令和６年度10月期学位授与申請（書類送付）受付期間 学位審査課 

８日 
令和８年度以降に実施する大学機関別認証評価に関する 

説明会 
評価支援課 

９日 令和6年度大学質保証フォーラム 国際課 

１０日 令和6年度 大学・高専機能強化支援事業選定委員会（第２回） 事業推進課 

 

１１月 

日 行事名 担当課 

７日 学位審査会（令和６年度第３回） 学位審査課 

 

１２月  
行事名 担当課 

４日 大学ポートレートステークホルダー・ボード 評価企画課 

８日 令和 6年度 10月期学位授与試験（面接）（東京地区） 学位審査課 

１５日 
令和 6年度 10月期学位授与試験（小論文）（東京地区、 

大阪地区） 
学位審査課 

 

訪問調査 

日 行事名 担当課 

１０月～１１月 訪問調査（大学、高等専門学校、法科大学院） 評価支援課 

 

https://www.niad.ac.jp/consolidation/international/forum/
https://www.niad.ac.jp/about/conference/degree_conference/gakui.html
https://portraits.niad.ac.jp/about/meeting.html



